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北大文学部紀後 48-3 (2000) 

rルスランとリュドミーラ』における「目」の用法

安藤

擢越

厚

子ぷノし

プーシキンが「文学における窮民性について OH待。'.QHOCTHB J1HTepaTypeJ 

という題の趨い文議で，ベストゥ…ジェフ，キュ…ヘリベケノレら

に対する返答の形で r盟畏↑生 HapO.QHOCTbJをめぐる議論に揺わろうとした

のは， 1820年代半ばのことであったな825-26)0そのなかでプーシキン

家における罷民性というものは需昌人によってのみ完全に評価され得る鋒

性であって，奥閣の者にとっては存在しないか，あるいは欠点たさえ克られ

るものである。く…〉気銭異土，統治形態，信仰が各悶民に特有の格貌を賦与

しており，それは多かれ少なかれ雲寺の競に反映するのである。もっぱらある

げ属する怠考・感覚様式があり，あまたの思議，託統的信仰，

があるものなのであるJ(XI， 40) Iと，瞬昧な定義しか与えていないが，

嬢の後のf乍品や，作品に対する批評への反論から判断すると，詩人にとって

文学における「鴎異性j とは民衆性を意味していたと考えられる。

プ…シキンの「関民性=民衆性Jへの志向は， 20年代半ばに突如現れた考

えではなく， 1810年代にすでにその萌茅が見られる。

まず，プーシキンは詩のなかに民衆の諮換を絞り にすると

いう方法札 1810年n;半ばのパラード議争の嘆から意識していた。

バラード論争は， ドイツの詩人ピュルガーのバラード fレノーレ』のロシ

めぐっ じたo 1808 ジュコフスキ…カま fリュドミーラ』とい
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う題名で原作よりも情緒的なロシア語訳によって紹介したが， 1816年にカ

テーニンがより原作に忠実にかつ民衆語を取り入れて訳し直し，両者の訳を

めぐって論争が起こった。2

1828年にプーシキンは「詩的語法についてon03TH'IeCKOM CJIOreJ という
未完の短い文章のなかで，イギリス詩人の民衆の語棄の取り入れ方の巧みさ

について述べながら，ジュコフスキーとカテーニンの翻訳について次のよう

に回想している。

「単調な芸術作品や，きまりきった洗練された限られた範囲の語棄に人々の

心が飽きて，新鮮な民衆的空想や，初めは軽蔑されていた耳なれぬ俗語に方

向を向けるという時代が，成熟した文学にもやって来ている。ひと噴フラン

スで快楽に飽きた社交界の人間たちがヴァデのミューズに夢中になっていた

のと同じように，今やワーズワース，コールリッジが多くの人の注意を引き

つけている。しかしヴァデには想像力もなければ詩的感覚もなく，彼の機知

に富んだ作品には，商人や運び屋の野卑な言葉で表現された陽気さがあるだ

けだ。これに対し，かのイギリス詩人たちの作品は，実直な庶民の言葉で表

現された深い感覚と詩想とで満たされている。く…〉ジュコフスキーやカテー

ニンの試みはそれ自体としてではなしそれが生みだした効果のために失敗

した。へーベルの翻訳の価値を理解した人は少なしきわめて少なかったが，

ビュルガーやサウジーの最良の作品とも並べて見られ得るパラッドである

『殺人者』の力強さと独自性を理解した人はさらに少なかったJ (XI， 73) 

ここでは，民衆的要素を取り入れて作品を書いたドイツの詩人へーベルの

作品のジュコフスキーによる翻訳が言及されている。トゥイニャーノフによ

れば，この翻訳でジュコブスキーは以前の情緒的・詩的な訳をやめて民衆的

言葉をより多く取り入れたため，折衷主義者と批判されたのだった。3だが

プーシキンはジュコフスキーを批判する立場には立たなかった。

バラード論争の他にも，プーシキンを文学におげる民衆性の問題に向かわ

せた要因として，スタール夫人の『ドイツ論』を挙げることができる。スター

ル夫人は次のように書いている。

「あらゆる現代の詩のうちでもっとも古典的でトあるフランスの詩は，民衆の
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『ルスランとリュドミーラ』におげる「目」の用法

聞に流布しなかった唯一の詩である。タッソーのスタンスはヴェネチアのゴ

ンドラの船頭達によって歌われている。スペイン人とポルトガル人はあらゆ

る階級の人が，カルデロンやカモエンスの詩を暗唱することができる。シェー

クスピアはイギリスの民衆によっても上流階級によっても同じように賛美さ

れている。ゲーテやビュルガーの詩作品は音楽が付けられており，ライン川

の岸辺をこだましバルト海まで伝わるその歌を耳にすることができる。我が

国フランスの詩人達は，我が国とその他のヨーロッパの国々にあって，洗練

されたエスプリを持つ全ての人々に賛美されている。しかし彼らは，民衆や

中産階級には，都市部においてさえ全く知られていない。なぜならフランス

の芸術は，他の固におけるように，その美が発達した故国で生まれたのでは

ないからだf

スタール夫人は古典主義的詩とロマン主義の詩を古代と近代，異教とキリ

スト教など，さまざまな対立する観点から捉えていた。ロマン主義を擁護す

る彼女は，フランスの国土に異質なものである古典古代の模倣を捨て，フラ

ンス固有の新たな文学の源泉を中世にさかのぽって見出し，国民文学を再生

するべきであると主張した。上の引用から明らかなように，国民文学の再生

とは，スタール夫人の考えでは，少数のエリートが吟ずる詩歌ではなく，国

民の誰もが口ずさめるような詩を創ることを課題としていた。

スタール夫人の文章を読んだロシアの文学者たちの幾人かは一一18世紀

以降フランス語の導入によってロシアにおいても少数のエリートと一般大衆

の文化が大いにかけ離れていたが 国民文学の創造のために民衆文化の側

に歩み寄ろうとした。プーシキンがスタール夫人の『ドイツ論』を知ったの

は， トマシェフスキーの意見に従えば， 1817-19年噴であった。5

一方，プーシキンと同時代の批評家達は『ルスランとリュドミーラ~ (1820) 

を「ロマン主義的物語詩」と評した。6そのことはこの作品が押韻において「百

姓風J7と批判されたことと無関係ではない。

このようにプーシキンはロマン主義の作品における民衆性の重要さを認識

していた。

しかし『ルスラン』で彼が意図したのは，後のバラード (W花婿~ 1825年執
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筆)や民話詩 (Wサルタン王物語~ 1831 年執筆 W漁師と魚の話~ 1833年執筆，

『死んだ王女と七人の勇士の話~ 1833 年執筆 w金のにわとりの話~ 1834年執

筆)におけるような，民話の語り直しではなかった。

『ルスランとリュドミーラ』は概して好意的に受け入れられた。〈…〉これが冷ややか

な作品であることには誰も気づかなかった(，批評を駁す OnpOBeplKeHHeHa 即日THKHJ-XI，

144)。

上の引用でプーシキン自身が認めているように Wルスラン』は一種の知的

遊戯といえる。彼は魔法昔話や英雄物語，同時代の滑稽な物語詩やバラード

そのものを創ろうとしたのではなしそれらを巧みに利用し，さまざまな文

学的伝統じ伝統からの逸脱を描くことによって，笑いを生み出そうとした

のだ。

そのことを示すーっの例として，本稿では『ルスランとリュドミーラ』に

おりる「目 明日/rJIa3aJの用法を検討する。

分析にあたっては，インターネット上に公開されている電子データをもと

にコンコーダンスを作成し，関係語棄の全用例を検討した。8

2 

fルスランとリュドミーラ』では， 0明と rJIa3aが，作品の内容に関連して，

対照的な用いられ方をしていて興味深い。

現代語では， 0閣はことわざや，ある決まった表現でのみ使用され，視覚の

器管としての「目」の意味ではrJIa3aが用いられるが Wルスラン』が書かれ

た19世紀初頭にはどのような文体上の価値を担っていたのだろうか。『教会

スラブ語ロシア語辞典~ (1847) 9によれば， 0可日には Ol.Jecaというバリアント

もあり，教会スラブ語の文献で使用される語棄だ、った。

それではプーシキンの作品では， 0明は主にどのジャンルで使われれてい

るのだろうか。プーシキン辞典を見ると， Ol.J11は叙情詩における使用が圧倒的
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に多く，それ以外の作品での使用は少ないことがわかる。一方 rJIa3aは0'111

と比較すると，明らかに叙情詩での使用が少なしそれ以外の作品での使用

が多い。しかし『ルスラン』では，プーシキンの他の叙事詩の作品とは違い，

0'1日が多用されている。以下，そのことの意味を探る。

まず作品中で0明， rJIa3aが誰の目を指すのかを調べると(【表1，2】参照)， 

他の視覚を表す語(例えばB30p) とは違って， 0'111の場合はその所有者が限

定されていることがわかる。

作品中で 0可日の使用回数がもっとも多い人物はルスランで，全体の三分の

一以上を占める。次にリュドミーラが続き，ルスランの半分の回数である。

ルスラン，リュドミーラに 0四が使われている箇所をテクストに照らして

見ると(【表3】参照)，次のことがわかる。ひとつは，この物語詩はさまざ

まなエピソードを持ち，量的にも大きなものだが， 0'111の使用は極く限られた

【表1]0'閣の所有者(用例総数:23) 

人物 用例数

ルスラン 8 

リュドミーラ 4 

生ける頭(第三歌，第五歌) 3 

若く美しい娘たち(第四歌・語り手の言葉) I 

ラトミールを誘惑する，城に住む若い娘達 1 

ラトミールが城を捨てたあとに共に暮らすようになった娘 1 

フィンの翁 1 

キエフの民 1 

兵士達 1 

ルスランの乗っている馬 1 

語り手の親友たち(第三歌・語り手の言葉) 1 
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【表2】rJIa3aの所有者(用例総数:9) 

人物 用例数

ナイーナ 2 

生げる頭 2 

ルスラン 1 

リュドミーラ 1 

ブィンの翁 1 

ルスランの乗っている馬 1 

クリュメネー(第三歌・語り手の言葉) 1 

【表3】ルスラン， リュドミーラに 0可闘の使用される場面(用例総数:12) 

場面 人物 用例数

①官頭の婚礼の場面 リュドミーラ 1 

②フィンの翁との最初の出会いの場面 ルスラン 2 

③古戦場を見て詩を吟じる場面 ルスラン 1 

④ルスランに化けたチェ1レノモールの企 チェルノモール=ルスラン 1 

みにリュドミーラが引っ掛かる場面 リュドミーラ 1 

⑤魔法で眠っているリュドミーラを、ル
lレスラン 2 

スランがチェルノモールの館で見つけだ
リュドミーラ 1 

す場面

⑥キエフへ帰る旅の途中で眠っている
lレスラン 1 

リュドミーラをルスランが見つめる場面

⑦フインの翁の力でルスランが生き返る
1レスラン 1 

場面

⑧ルスランが魔法の指輪でリュドミーラ

に触れ、眠っていたりュドミーラが目を リュドミーラ 1 

覚ます場面
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場面にのみ見られるということである。また，それらの場面でルスランは常

にフィンの翁，ないしリュドミーラと一緒にいることも明らかになる。例外

として③の古戦場の場面が挙げられるが，ここではルスランが詩的感慨にふ

けっているためと考えられる。一方リュドミーラの側から O'-lMの使用を見る

と，それはルスランと一緒にいる場面に限定される。

ルスラン，リュドミーラに関して O'-lMがこのように限定して使用されてい

る理由は次のように考えられる 物語詩全体を通じてどの場面でも常に二

人に 0明が使われているわけではない。明日の使用は魔法昔話の要素と関わ

りがある。この物語詩にはしばしば魔法昔話の要素が登場するが，それらの

場面で二人はいわば魔法昔話の主人公となるのである。O'-lMは，魔法昔話の主

人公にとっては定番といえる，美しいお姫様と王子様という組み合わせの場

面でのみ使われているといえる。

逆に，魔法昔話にはふつう見られない場面(例えば，リュドミーラがさら

われの身を嘆き，飢えて死ぬ決意をした後，空腹をこらえ切れず，差し出さ

れた昼御飯を食べてしまう場面など)では，O'-lMの使用はない。この場合，魔

法昔話という枠も作者のパロディーの対象になっていると考えられる。

その他，ルスランには rJIa3aの使用例も一つあるが，これは音韻上の理由に

よると考えられる。

PyCJIaH C Hee He CBO，ll.HT r JIa3， 
Ero Tep3aeT BHOBb Kpy可HHa...

Ho B，ll.pyr 3HaKOMbIH CJIbIWHT r JIaC， 

fJIac ，ll.06pO，ll.eTeJIbHOrOφHHHa. 

ルスランは彼女に目をこらす

悲しみが再び彼を引き裂く・・・…

だが不意になじみの御声がきこえる

あの徳高きフィンの翁の御声が。

ov， 64-65) 

ここの rJIa3は複数生格で，もし 0閣の複数生格的d を使うとすれば，二

音節が必要となる。また rJIac (声)と脚韻を踏むためには rJIa3の方が適して

いる。さらに，このはacはフィンの翁の「御声」であり， rOJIOCではなく rJIac

であること，つまりある荘重さをもっ言葉と韻を踏んでいることが， rJIacの
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二度の繰り返しによって強調されている。

リュドミーラについても一度だけ rJIa3aが使用されている。チェルノモー

ルにさらわれ，その館に閉じ込められたリュドミーラが，夜になって彼の来

室を恐れ，眠れなくなる場面で， ，-MmOBeHHbI員COHOT r JIa3 6e)!{HT束の間の

眠りが目から走り去ってゆく」とある。これも音韻上の問題のためと考えら

れる。音節の数に注目すると， 0可eiiを使えば二音節が必要だが， rJIa3ならー

音節ですむ。

リュドミーラをはじめとする若く美しい女性の登場人物に，語り手は O'-lI1

を使用している。

Ho eCTb BOJI山e6HHKH，'lpyme， 

KOTOPbIX HeHaBH)j{y 51: 

Y JIbI6Ka， OlJH rOJIy6ble 

11 rOJIOC MHJIbIM -一 O且PY3b5l!

He BepbTe HM: OHH JIyKaBbI! 

目的HbIMXaH y)j{ IlO，'l CTeHOIO; 

Ero BCTpe可alOTy BOpOT 

且eBHUbIKpaCHble TOJIIlOIO; 

T1PH wyMe JIaCKOBbIX pe可eM

OH oKpy)j{eH; C HerO He CBO，'l5lT 

OHH IlJIeHHTeJIbHbIX 0可eM;

113 TeMHOM XaTbI BbI6eraeT 

MJIa，'la51 ，'leBa; CTpOMHbIM CTaH， 

BJIaCbI， He6pe)j{HO pacIlyw.eHHbI， 
Y JIbI6Ka， THXHM B30p 0可eM，

11 rpy，'lb， H IlJIelJH 06Ha)j{eHHbI， 

Bce MHJIO， Bce IlJIeH5IeT B HeM. 

しかし別の魔法使い達も存在する，

その人たちを私は嫌っている。

微笑み，空色の目

そして優しい声 ああ親友たちよ!

彼女達を信じてはいげない， ~交滑なのだ!

(IV， 50) 

そして早くも若き汗は城壁の下に立つ。

彼を城門のところで迎えるのは

群がりよる美しき乙女たち。

愛想、のよい話し声のざわめきに

彼はとりまかれる。彼女達は

魅惑的な目を彼から離そうとはしない。

暗い小屋の中から走り出てくる

若い乙女が。すらりとした体つき

ぞんざいにほどかれた髪，

微笑み，静かな日っき，

そして胸，そしてむきだしの肩，

(IV， 53) 

彼女の全てが愛らしく，人を魅了する。

(IV， 69) 

-44 
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これは，語り手の言葉にもあるように，女性は「魔女」である，つまり男

性にとって「素晴らしい」存在であると同時に「毒」でもあるような謎めい

た存在と捉えられていることによる。

確かに，語り手はリュドミーラについて「はすっぱな BeTpeHむという表現

を使っている。しかしそのためにリュドミーラはいっそう愛らしい存在なの

である。

Ax， KaK MHJIa M051 KH5IlKHa! ああ，私の公女はなんと愛らしいこと!

MHe Hp旭町 Bcero.llOpOlK e: 彼女の気性は何にもましていとおしい。

OHa l.JyBcTBHTeJIbHa， CKpOMHa， 彼女は情深く，慎み深く，

λ1{)6BH cyllpylKecKoH BepHa， 夫婦の愛に忠実である，

HeMHOlKKO B巴TpeHa...TaK l.JTO lKe? ほんの少しはすっばだが……それがなんだ。

Ellle MHJIee T巴M OHa. そのためにいっそう愛らしい。

BCel.JaCHO IIp巴JIeCTll1{)HOBO品 いつも新しい魅力をもって

YMeeT HaC OHa llJIeHHTb; 彼女は我々を虜にすることができる。

(IV， 60) 

リュドミーラは「はすっぽ」である以上，謎めいた存在ではない。しかし，

それでもなお語り手がリュドミーラを魅力的と考え，彼女の魅力を「新しい

魅力」と名付けていることに注目する必要がある。

このリュドミーラ像は，ルーシの気高い王女の姿とは少しずれている。こ

のずれは作品全体に深く浸透したパロディーの問題と結びついている。語り

手はこのずれを利用して新しい魅力を創り出したのだ。

生ける頭の場合は， O'U1が三回， fJ!a3aが二回使用されているが，第三歌，

ルスランとの初めての出会いの場面で O'I11とfJ!a3aの両方が使用されてい

るのは，脚韻など音韻上の理由によるのではない。例えばルスランが何か恐

ろしいものとして生げる頭を荒野に見つけたとき， O'I11が使われている。

ITpe且HHMlKHBa兄 rOJIOBa.

OrpOMHbl Ol.JH CHOM 06も51Tbl;

XpallHT， Kal.Ja51山 JIeMllepHaTblH， 

彼の前にあるのは生ける頭である。

その巨大な自は眠りに包まれている。

羽飾りの兜をゆすりながらいびきをかき
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KaK TeHI1， XO.llHT， pa3BeBaHCb， 

B CBOeH ylKacHoH KpaCOTe 
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暗い頂にある羽毛は

影のようにはためき動いている。

その恐ろしい美しさに包まれ

Ha.ll Mpa可HOH CTellblO B03BbIWaHCb，暗い荒野の上にそびえつつ

Oe3MOJIBI1eM oKpylKeHa， 沈黙に取り固まれたまま

口yCTbIHI1CTOpOlK 6e3bIMHHHOH， 

PyCJIaHY llpe.llCTOI1T OHa 

rpOMa.llOH rp03HOH 11 TyMaHHOH. 

荒れ野の名もわからぬ番人は

ルスランの前に立ちはだかる

巨大な恐ろしい霧につつまれた姿となって。

(IV， 43) 

これに対し，ルスランがいたずら心を起こして生ける頭の鼻を槍でくすぐ

る場面では， fJIa3aが使われている。

B He且，oyMeHbI1XQlIeT OH 

TaI1HCTBeHHbIH pa3pyWI1Tb COH. 

〈・・・〉

11 CTaJI llpe.ll HOCOM MOJI'laJII1BO; 

凹eKOTI1TH03.llpI1 KOllI1eM， 

11， CMOpli¥aCb， rOJIOBa 3eBHyJIa， 

E笠!!OTKpbIJIa 11可I1XHyJIa…

どうしていいのかわからずに彼は

この不思議な眠りを破ろうとする。

〈・・・〉

そして何も言わずに鼻の前に立った。

槍で鼻の穴をくすぐる

するとしわを寄せて頭はあくびをして，

目を聞けてくしゃみをした・・

(IV， 44) 

鼻の穴をくすぐられた頭は，あくびをして目を聞き，くしゃみをする。「あ

くびをした」と「くしゃみをした」は韻を踏んでおり，滑稽な雰囲気を醸し

出している。

一方，激怒した頭とルスランが戦う場面では再び明日が使用されている。

Tor.lla， OT HpOCTI1 HeMeH， 

CTeCHeHHOH 3JIo6oH llJIaMeHeH， 

Ha.llYJIaCb rOJIOBa; KaK lKap， 

KpOBaBbI OlJ旦 3aCBepKa.J1I1;

すると激しい怒りで口もきけず

息詰まる敵意に燃えながら

頭はふくれあがった。炭火のように

血走った目がぎらぎらと輝きだした。

(IV， 44-45) 
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つまり，生ける頭の場合も，恐ろしい美しさをたたえた神秘的な存在とし

て登場する場面と，ノレスランにからかわれる滑稽な場面とで Q"IHと川a3aの

使い分けがなされているといえる。

フィンの翁に関して Q"IHが使われるのは，次のような場面である。フィン

の翁が長年の片思いの相手ナイーナを，魔法を使って呼び寄せる。しかしナ

イーナは年をとって醜い老婆に変わっており，彼の恋心はすっかり冷めてし

まう。だが彼は自分のかけた魔法のためにナイーナに追いかげ回される。

11 B.llpyr CI1且I1Tnepe.110 MHOii 

CTapylllKa .llp5lxJ¥a5l， ce且a5l，

r J¥a3aMI1 BnaJ¥blMI1 CBepKa5l， 
C rOp60M， C Tp5lCy可巴員 rOJ¥oBoii，

ne可aJ¥bHoiiBeTXOCTI1 KapTI1Ha. 

Ax， BI1T兄3b，TO 6blJ¥a HaI1Ha! .. 

只ylKacHyJ¥C5I11 MOJ¥'laJ¥， 

r J¥a3aMI1 cTPa凹Hbliinpl13paK Mepl1J¥， 
B COMHeHbl1 Bce ellle He Bepl1J¥ 

日 B.llpyr 3anJ¥aKaJ¥， 3aKpl1可aJ¥:

B03MOlKHO J¥b! ax， Hal1Ha， Tbl J¥11! 

11 MelK.llY TeM OHa， PyCJ¥aH， 
Ml1raJ¥a TOMHblMI1 r J¥a3aMI1; 

11 MelK.llY TeM Moii Ka中TaH

LLeplKaJ¥aCb TOll(I1MI1 pyKaMI1; 

11 MelK.llY TeM - 51 06M叩叫

OT ylKaca， 3alKMyp51 0可11;

日B且pyrTenepb He CTaJ¥O MO可11;

只CKpl1KOM BblpBaJ¥C5I， 6elKaJ¥. 

そして不意にわしの前に座っている

白髪の老いさびた老婆が

落ちくぽんだ自を光らせて

腰はまがり頭はふらついている，

みじめな老衰をそのまま絵にしたよう。

ああ，騎士よ，これがナイーナだった!

わしはぞっとしておし黙った

乙の恐ろしい幻をじろじろ見回した

疑念にとらわれまだ信じられなかった。

そして突然声をあげて泣き，叫んだ。

そうなのか!ああ，ナイーナよ，お前なのか!

(IV， 18) 

そう言いながらも，ルスランよ，彼女は

悩ましげな目で日くばせするのだ。

そう言いながらもわしのカフタンに

やせた手をかけようとしたのだ。

そのあいだにもわしは目を細め

恐怖に気が遠くなりそうだった。

そして突然耐えられなくなった。

わしは叫び声をあげ逃げ出した。

(Iv， 20) 

この再会の場面では Q"IHだげでなく rJIa3aも使われているが， rJIa3aの使
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用こそが，この場の滑稽な内容に沿った，この場の規準と思われる。一方，

ここで 0"111が使われたのは，音韻上の理由のためと考えられる。脚韻を見る

と， 0"111はここでは MO可日と韻を踏んでいるが，別の箇所でも， MOlJl1を含む一

行と脚韻を踏んでいるからだ。

11 BE.pyr OHa，可TO6bI.n0 MO<JI1， すると突然頭は力の限り

HaBCTpe<JY KH5I3IO CTa.na且yTb; 公に向かつて息を吹きかけ始めたo

HanpaCHO KOHb， 3a)l{Myp51 0可11， むなしく馬は目を細め

CK.nOHI1B r.naBY， HaTy)l{a rpYE.b， 頭を下げ，胸をぴんと張り，

CKB03b BI1XOpb， E.O)l{且b11 cyMpaK HO可H 突風と雨と夜の聞をついて

HeBepHbIH npo且o.n)l{aeTnyTb; 頼りない足取りで歩き続ける。

(IV， 45) 

キエフの民に関しては，リュドミーラが魔法をかけられ，眠った状態で連

れ戻されたという知らせに，市民は興奮して夜も眠れないという場面で使わ

れている。

HaCTa.na HO可b. HI1KTO BO rpaE.e 

O可eH6eccoHHbIX He cMbIKa.n; 

凹yM5I， TeCHI1.nI1Cb Bce E.pyr K E.pyry; 

o <JYE.e BC兄KOHTo.nKoBa.n; 

兵士達に関しても 0"111が使われている。

3a rpYE.aMI1 KpoBaBblx Te.n 

60HUbI cOMKHy.n11 TOMHbI 0可11，

11 KpenoK 6bI.n I1X 6paHHbI員COH;

JII1山b113peE.Ka Ha no.ne 611TBbI 

6bI.n c.nbIllleH naE.llll1X cKop6HbIH CTOH 

11 pyCCKI1X BI1T5I3eH MO.nI1TBbI. 

夜が訪れた。町じゅうの誰もが

眠れぬ目を閉じようともせず

互いに身をすり寄せてざわめいていた。

誰もが不思議な出来事の話をしていた。

血まみれの死体の山のかげで

兵士達は疲れきった目を閉じる

彼らの戦場の眠りは深い。

(IV， 79) 

戦いの野にごくまれに聞こえてきた

倒れた者遠のいたましいうめき声と

ロシアの勇士達の祈りの声が。

(IV， 82) 
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この場合， O1.Ulの使用は，キエフ市民が置かれている非日常的な状況，すな

わち公女の不幸と突然襲ってきたペチェネグ人との戦闘によるものと考えら

れる。

* * * 

以上検討してきたように~ルスランとリュドミーラ』で 0'-111 と rJIa3a は所

有者が限定され，使い分けられている。 0'-111は主に，ルスランとリュドミーラ

が物語の主人公として共に登場するときなどに限り使われている。生げる頭

の場合は，頭の超自然的な存在を示すときに 0'-1日が使われている。そのほか

戦争の勃発など非日常的な状況を述べる場面でも 01.聞が用いられている。一

方 rJIa3aは，生ける頭がいたずらされたり，長年の恋の相手を呼び出すと老婆

が現れるなど滑稽な場面で用いられている。このように， 0'-111とrJIa3aの使い

分けは作品の内容と深く関わっている。

さらに 0可日はその所有者が魔法昔話などの文学的伝統にのっとった人物

として描かれるときに使われ， rJIa3aは所有者がそうした文学的伝統から外

れて描かれるときに使われると仮定できるかもしれない。しかしこれについ

ては， 0'-111とrJIa3a以外の語棄についてもさらに検討すべきであり，今後の課

題としたい。

注

1 プーシキンの作品からの引用は IJYWKUIiA. C. T10JlH. c06p. CO可.M.; J1.: 11311.-BO 

AH CCCP， 1937幽1959により， ( )内に巻号，頁数を記す。翻訳はルスランJ '批

評を駁す」は堀越により，川端香男皇訳 (Wプーシキン全集J 1，河出書房新社，昭和48

年， 347-507頁;5， 61頁)を参照した，文学におりる国民性についてJ '詩的語法に

ついて」は，川端香男皇訳 (Wプーシキン全集J5，29，43-44頁)を借用した。

2 バラード論争については，栗原成郎 n死んだ花婿が花嫁を連れ去る』話J，Wスラヴ学論

叢J 2 (1997): 4 -39を参照。

3 TblliflliOB 幻• H ApXaHCTbl H T1YWKHH/ / Tblli刑OB 幻• H ApXaHCTbl H HOBaTOpbl. 

T1PH60ii， 1929 (Ann Arbor: Ardis， 1985). C.107-112. 
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4 Mme de Stael. De !'Allemagne. Paris: Ernest F!ammarion， 1968 (Reprint). T.1. 

P.l77. 

5 TOMaU1esCKUU B. B. 日yWKI1H11φpaHl.(I151. 刀.:COBeTCK目前日I1CaTeJIb，1960. C. 

20. 

6 BoeulCos A. φ. {PYCJIaH 11江町且MI1JIa}， CO'l. AJIeKcaHJJ.pa OYWKI1Ha/ /OYWKI1H B 

npl1lKI13HeHHO首 KpI1TI1Ke: 1820・1827. C06.: foc. Oy凹KI1HCKI1II TeaTpaJIbHblII 

l.¥eHTp， 1996. C. 38; 113Mα広!lOsA. E. {PYCJIaH 11 JIfOJJ.MI1JIa}. 009Ma B WeCTI1 

neCH5IX. Co可.A. OywKI1Ha/ /TaM lKe. C. 74. 

7 BoeulCos A. φ. {PYCJIaH 11 刀ぬ且MI1JIa}… 113MaUJl06 A. E. {PYCJIaH 11 

刀fOJJ.MI1JIa}… KaucaposM. C. CKPOMHblII OTBeT Ha HeCKpOMHoe 3aMe'laHl1e r. K-
Ba/ /TaM lKe. C. 87. 

8 テクストデータは，インディアナ大学の GeorgeFow!er教授 (gfow!er@ucs.indiana.

edu)のコーパスに PeterB. Stetson (stetson@dao.nrc.ca)が寄付した『ルスラン」の電

子テクストをもとに，堀越がアカデミー版プーシキン大全集に沿って修正したもの。コ

ンコーダンスの作成には， OCP (Oxford Concordance Program)を利用した。

9 CJIOBapb l.¥epKOBHO-CJIaB5IHCKarO 11 pyccKaro 513bIKa. C06.: I1MnepaTopCKa51 AKaJJ.e-

MI151 HaYK， 1847 (Tokyo: Nisso Tosho， 1989). 

*本稿は平成 10年度リサーチ・アシスタント (RA)経費による研究プロジェクト '19世

紀前半のロシア小説の文体の計量的研究J (研究代表者:安藤厚)の成果の一部である.プ

ロジェクトの立案は安藤が，技術面の指導は浦井康男が行い，本論文の執筆は堀越が担当し

た。原稿は，平成 10-11年度科学研究費補助金による共同研究'18-20世紀ロシア小説の

文体の計量的・総合的比較研究J (研究代表者:灰谷慶三;課題番号:10410106)の平成 10

年度研究会(1999年2月17-18日，北大文学部)で発表したものを，さらに補足・改訂し

た。
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AUYCH AHLI.O 
CHr3KO XOPI1KOCI1 

KOHTpaCTHoe yrroTpe6JIeHl1e CJIOB <<0可11>>l1 <<rλa3a>> 

B <<PYCJIaHe l1 J11O.lI.MI1JIe>> TIYWKI1Ha 

B cepe朋 He20・XrOJJ.OB XIX B. B cpeJJ.e MOJIOJJ.bIX JIl1TepaTOpoB B03HI1K 
I1HTepeC K nOH冗TI1め Hapo瓦HOCTI1B JII1TepaType. OYWKI1H pe山aJI3Ty np06-

JIeMy nyTeM 3KCnJIyaTaUl111 3JIeMeHTOB Hapo朋 0負 KyJIbTypbl. 06paw:eHl1e 
OYWKI1Ha K Hapo且HOMyTBOplJeCTBy 6bIJIO Bbl3BaHo nOJIeMI1KO抗BOKpyrnepe-

BOJJ.a np0l13B問問問 HeMeUKoronoヨTaolOprepa <<J1eHope>> )KYKOBCKI1M (1808) 
11 KaTeHI1HblM (1816)， a TaIOKe no兄BJIeHl1eM 即日rI1 M. JJ.e CTaJIb <<0 

repMaHI1I1>>， B KOTOpO抗6blJIa113JIO)!{ eHa TeOpl1兄 pOMaHTI13Ma.

Mbl C可I1TaeM，lJTO BO BpeM冗 Hanl1CaH聞 <<P.11凡>>(1820) OYWKI1H ew:e 
He OTHOCI1JIC兄 K np0l13BeJJ.eHI1兄M HapOJJ.Horo TBOplJeCTBa， KaK K cepbe3HoMy 

JII1TepaTypHoMy I1CTO可HI1Ky，- nepeJIOM B 3TOM nJIaHe HaCTynl1JI nOCJIe 1820 

r. 003)!{e OywKI1H caM npl13HaBaJI， lJTO <<P. 11 J1.>) - 3TO <<XOJIOJJ.H回目rpa>).
口03T CTpeMI1JIC河 He npOCTO nepeCKa3aTb BOJI山e6Hble CKa3KI1， a C03JJ.aTb 

。
np0I13BeJJ.eHl1e， npOHI13aHHOe I1pOHl1efl， nOCTpoeHHoe Ha COlJeTaHl111 JII1TepaTyp-

HO員TpaJJ.I1UI1I1C 3JIeMeHTaMI1 HOBaTopCTBa. 

T..h06bl且OKa3aTbヨTOnOJIO)!{eHl1e， Mbl npeJJ.JIaraeM paCCMOTpeTb KOHT-

paCTHoe ynoTpe6JIeHI1e CJIOB <<rλa3a昨日 <<OlJl1>)B <<P. 11 J1.>). OPI1 ylJaCTl111 

npoゆeccopaYpal1 Ha OCHOBe MeTOJJ.I1KI1 KOMnblOTepHoro aHaJII13a TeKCTa HaMI1 
6blJI COCTaBJIeH KOHTeKCTHblH CJIOBapb ynoTpe6JIeHI1H BblweHa3BaHHblX CJIOB C 

yKa3aHI1eM Toro， K KOMy 113 repOeB OHI1 OTHOCHTC兄.

OblJIO yCTaHOBJIeHO，可TOCJIOBO <<0可目>)OTHOCI1TC兄KOrpaHl1lJeHHoMy Kpyry 

JII1U 11 ynoTpe6JIHeT叫 rJIaBHblM 06pa30M，叩11Onl1CaH1111 PyCJIaHa， KOr且aOH

nOHBJI冗eTC兄HaCueHe BMeCTe C JJ.pyrl1MI1 JJ.eHcTBylOW:I1MI1 JIHuaMH， KOTOpble， 

TaK )!{e， KaK 11 OH，兄BJI兄IOTC兄repo兄MI1BOJIwe6HblX CKa30K 11 T.日.

B TO )!{e BpeM兄， CJIOBO <<r JIa3a>) ynoTpe6JI兄eTC兄 npl1Onl1CaH1111 repOeB 
KOMHlJeCKHX， C HOBaTOpCKI1MI1 oTcTynJIeHI1兄MI1OT JII1TepaTYPHOH TpaJJ.I1UI1H. 

Mbl BblJJ.BHraeM np回 nOJIO)!{eHl1e，lJTO KOHTpaCTHOe ynoTpe6JIeHI1e CJIOB 

<<OlJ日分日 <<rJIa3a>)， JJ.pyrl1MI1 CJIOBaMI1， npOTHBOnOCTaBJIeHl1e CJIaB兄HH3Ma 11 

pycI13Ma I1rpaeT OC06eHHYlO H cyw:eCTBeHHylO pOJIb B xYJJ.O)!{eCTBeHHOH 
CI1CTeMe <<P. 11 J1.>). Ho 可T06blJJ.OKa3aTb 3TO npeJJ.nOJIO)!{eHl1e， Tpe6yeTc兄

凪JIbHe員山凶 aHaJII13KOHTpaCTHOrO ynoTpe6JIeH朗日0JJ.06Hb1XCλOB. 
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YnOTpeOJleU"e CJlOB <<I'Jla3a>>， <<01)"持阻 <<B30p持 B<<P.孤 立.>)
HOMep neCHI1 11 CTpOKI1 

rJla32 ↓ 

TeMHeeT; !MrHoBeHHbI員COHOTrJIa3 Oe)KI1T; /He CrrI1T， y.n:BOI1JIa BHI1MaHb 2414 
eT. !PYCJIaH C Hee He CBO.n:I1T rJIa3， /Ero Tep3aeT BHOBb Kpy可I1Ha.../ 5 177 

rJla3a 2 

KJII1MeHa， /I1oTyrrl1illb TOMHble rJIa3a，庁bI，)KepTBa cKyqHOrO rl1MeHa… 3019 
CMOprn:aCb， rOJIOBa 3eBHyJIa， / rJIa3a OTKpbIJIa l1司I1XHyJIa... /I10且HSIJICR 3 255 

rJla3aMU 3 

/CTapyillKa且pSIXJIaSI，Ce且aSI，/ rJIa3aM11 BrraJIbIMI1 CBepKaSI， /C ropooM， C 1 446 
!.. j){ y)KacHy JICSI l1 MOJI可aJI，/ rJIa3aMJ1 cTPa皿HbI員rrpJ13paKMepl1JI， /B C 1 451 
Ha， PyCJIaH， !Ml1raJIa TOMHbIMI1 rJIa3aMJ1; /M Me)K且yTeM 3a MO話KaφTaH/ 1498 

rJla3aX 2 

rn:e po耳目立C耳，/M B yMl1paIOrn:I1X r JIa3aX /I1ocJIe且H班員 rHeB1130Opa311JICSI. / 5 282 
KHyB rop.n:o貧rOJIOBOIO，IB ero rJIa3aX J1C司e3oroHb! /He MarneT rpl1BO員 6042

0可aM2 
a巴TpyKy. /CBeTJIeeT Ml1p ero OqaM， /M cep且uerr03aOblJlO MyKy. /BHOBb 1 273 
m且MJ1JIa!/He BepSI caM CBOI1M 0可aM，/He)K且aHHblMC可aCTbeMyrroeHHbI員， 5 167 

0可aMu4

pyr ceoSI /B3l1paeT rpyCTHbIMI1 0可aMI1./<<0 rrOJIe， rrOJIe， KTO TeoSI庁 ceSI 3 177 

)Ke Ml1r /3pJ1T KO四 yHanep悶 OqaMI1.!pa3且aJICSI且巴BbI)KaJIK凶 CTOH，/I1 4 320 
KpbIJIaMJ1. /Ha且巴ByCMyTHblMM 0司aMM/B且peMOTeTOMHO誌OHB3r JISIHy JI / 5 452 

TaeT PyCJIaH， Ha SICHbI黄河eHb/ OqaMI1 )Ka耳HbIMI1B3l1paeT， /KaK oe30opa3 6 197 
OlJax 2 

江Ka，CTaH; /Ho OJI開閉 OH，B 0可制 TyMaH，/M Ha O伺pe)KMBaSI paHa - 4 307 
HbI員KHSI3SIXJIa且OOも巴MJIeT，/B 0可axero TeMHeeT CBeT， /B yMe B03Hl1KJI 5 134 

0司e首4
KpbIJII1Cb /OT rHeBHblX 3aBl1CTMO可巴北!y)KoJIe且HbI蕗KpI1TMK，巴員 ByCJIyry 3 004 
He CBO且SIT/OHJ1 rrJIeHMTeJIbHbIX 0司e員;/ll.Be .n:eBMUbI KOHSI yBO且耳T;/B司ep 4102 
rn:eHHbI，βr JIbIOKa， TI1X凶回Op0可eti，/M rpy且b，斑 rrJIeql1OOHa)KeHHbI， /B 5 336 
CTaJIa HO司b.HJ1KTO BO rpa且e/O可e首oeCCOHHbIXHe CMbIKaJI; /IlIYMSI， Tec 6 135 

OlJU 10 

rJISI耳目THa MOJIO.n:bIX: /HeBecTa 0可11orrycTJ1JIa， /KaK oy且TOcep且ueMrrpJ1y 1 091 

OOMl1paJI， /OT y)Kaca， 3a)KMypSI 0可M;/M B.n:pyr TeprreTb He CTaJIO MO可11; 1 502 
I1MaJI !paccKa3bI cTapua: SICHbI 0可J1/，且peMOTO員JIerKotiHe CMblKaJI /M TI1 1 531 
HMM )KI1BaSI roJIOBa. /OrpoMHbI OQJ1 CHOM OOもSITbI;/XparrI1T， Ka可aSIrnJIeM 3 238 
b rOJIOBa; KaK )Kap， /KpoBaBbI OQJ1 3acBepKa耳目;/HarreHSIcb， ryobl 3a.n:pO 3 286 

Tb; /HarrpacHo KOHb， 3a)KMypSI OQJ1， /CKJIOHI1B rJIaBY， HaTy)Ka rpy.n:b， /C 3291 

OTOpbIX HeHaBI1)Ky SI: !y JIbIOKa， OQJ1 ro且yOble/M rOJIOC MI1JI副首ーO且py3b4011 
HO且eBa.n:peMJIeT， /COMKHyTbI OQJ1 J1 yCTa， /M CJIa且OCTpaCTHaSIMeQTa / 5 174 
TeJI /00首UbICOMKHyJII1 TOMHbI 0可J1，/M KperroK OblJI I1X opaHHbI首COH;III 6 272 
，/B3且OXHyB，OTKpbIJIa CBeTJIbI 0可J1!/Ka3aJIOCb， oy広TOObI OHa /.I(I1BI1JIaC 6 350 

OKOM 1 
Y且ec;/OHa rJI宜且J1THe且BM)KHblMOKOM;/BJI 
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B30p 26 

且O，ll;aSI，IOrHSI Ha，且e.lK且bIIIOJIOH B30p; {fo CKaqeT OH BO BeCb OIIOP，庁o 1201 

JIbllIe 6ecIIoKoeH OH， 1M司aCTOB30p ero y.lKaCH副首 βIaKHSI3耳 Mpa可HOyCT 1 210 
apell; SICHbI員BJ1，1l;， ICIIoKo員H副首 B30p，6pa，ll;a ce且aSI;!JIaMIIa且aIIepe且HJ1M 1239 
6J1TeJIb IHe IIpOHJ1KaJI耳OHbIHeB30p; IHo TbI， 3且bIXK03He負J1cTpe6J1TeJIb 1 264 
IIJIaMeHb pOKOBO賞13a江ep3KJ1員 B30pMHe 6bIJI Harpa瓦0蕗，1M SI JII060Bb y3 1 334 
a，ll;aHbe! 151 TPeIIeTaJI， IIOTyIISI B30p; IOHa CKB03b KallIeJIb IIpO且OJI.lKaJIa1 1 487 
a? /y BJ1.lKy JIb SI TBO負CBeTJIbI話回Op?/Y CJIbIllIy JIb He.lKHbI鼠pa3rOBOp?/J1 2 133 
Horo可eJIa.13a HelO， CKpOMHO B30p CKJIOHSISI， IIIoToM IIpJ16JIJ1.lKJ1JIaCb且P 2242 
OKHy pellIeTqaTy IIO月XO且J1T，1M B30p ee IIe可aJIbHO6po耳目TIB IIpocTpaHcT 2276 
M He6ecaM. IB且pyrOCBeTJ1JICSI B30p IIpeKpacH副首;IK yCTaM OHa IIpJ1.lKaJIa 2 341 
Op; IHo J1X yHbIJIbI員， CMyTHbI員 B30p/J1 IIpJ1Hy.lK且eHHoeMOJI可aHbe/兄BJISIJI2 399 
b He CMeeT; IXJIa且elOTIIepCJ1， B30p TeMHeeT; !MrHoBeHHbI詰COHOT rJIa3 2 413 
llY BHSITHbI員;{fbI IIoKpaCHeJIa， B30p IIorac; IB明 oXHyJIaMOJIqa…B3月ox 3023 
OCTeJIb OCTaBJ1JIa 1110且MJ1JIa1M B30p HeBOJIbHbI鼠06paTJ1JIaIK BbICOKJ1M， q 3 115 
y6J1TCSI; IIIoTyIISI Hem IIOJIHbI蹟B30p，!IIp巴JIeCTHble，IIOJIyHarJ1e， IB 3a60 4 119 
CTHbIM .lKeJIaHb巴M;IEpo且SIIllJ1負 B30pero 6JIeCTJ1T， 1M， IIOJIH副首 CTpaCTHbI 4 135 
; !PYCJIaH IIO，ll;'beMJIeT CMyTHbI員B30p1M BJ1，1l;J1T - IIpSIMO H明 rJIaBOIO- 5038 

aXO，ll;J1T; IKpyroM cMYIlleHH副首 B30p06BO，ll;J1Tー IBceMepTBo: POIllJ1llbI M 5 127 
xaHbe， IOrpoMHbIM 3aKaTJ1JICSI B30p，IM BCKope KHSI3b J1 l.JepHoMop /Y3p 5 292 
paCIIYIlleHHbI，βr JIbI6Ka， TJ1X班員 B30p0可巴話，1M rpy，ll;b， J1 IIJIe可日 06Ha.lKeHH 5 336 
3roBOp 1M， yCTpeMJ1B Ha xaHa B30p，IM yJIbI6aJIaCb J1 B3且bIXaJIa 5 399 

3 BOCIIaJIeHHbIX paH. IIIoyTpy， B30p OTKpbIB TyMaHH副首， !IIYCKaSI TSI.lKKJ1 5 531 

a且a;IHo J1HOr且aCBO括He.lKHbI貧B30pIHe.lKHee Ha IIeBlla 6poca且a…!pellI 6028 
可J1x，/Ky且aJ1 Be且bMbICMeJIbI員 B30pIIIpoHJ1KHyTb B II03且HJ1M可ac60J1TCSI 6 163 
H副首?庁aM，yCTpeMJ1B Ha HJ1BbI B30p， IHapo，ll;， yHbIHbeM IIOpa.lKeHHbIM， ICT 6 233 
CJIaHa，/B HeM KpOBb OCTbIJIa， B30p IIorac， IB yCTax OTKpbITbIX 3aMep r 6341 

B30pa 1 

CTeKJIa IB3且bIxaSIHe CBO且J1JIaB30pa， 1M且eBJ1lleIIpJ1凹且oHa YM， IB BOJI 3 126 
B30pOM 2 

Co B30pOM， IIOJIHbIM XJ1TpO員JIecTJ1， /E員KapJI3060 

X CKaJI {fJ1XOHbKO IIpOe3.lKa耳目 B30pOM IHoqJIera Me.lK ，Il;epeB J1CKaJI. IOH 4 065 
B30pbI2 

60且yropbKJ1M且aBC且e3aM，1M B30pbI Mpa司HbleB03BO耳目TIK HeyMOJIJ1MbI 2 339 
四且apI06Bopo.lKaTb cep四 aJ1 B30pbI; /Ee yJIbI6Ka， pa3roBopbI IBo MHe 5 012 
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